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ABSTRACT:ThisreporttreatsHMeditationsforaSavageChilduby

AdrienneRich,Oneofthepoemsinherseventhbook,Div3'ngt'ntotheWreck

lnthistitle,the Ẁreck'isthisworld,whichstandsonthebrinkofruin.

(DivinglntOtheWreck'meansthatwewhoarealivenowshouldrecognlZethe

dangerandavoiditbygolngdownintotheseaandexaminlngthewrecked

vessel･ThefactthatHMeditationsforaSavageChildHisplacedattheendof

thebookexpressesitsimportanceamongthepoemsinthisbook･

Theform ofthispoem isunlque.AtthebeginnlngOfeachpart--this

poemconsistsof丘Veparts-RichpresentsanextractfromareportbyDr.G.M.

Itardabouttheeducationofawildboywhowasfoundinavillageinsouthern

Franceattheveryendorthe18thcentury･

Thenherownpoem followspartbypart. Byadoptlngthistechnique,
Richletsuscomparethetwo.Sheintendsustoreconsiderthegreatachieve一

mentofDr･Itard,bythisjuxtaposition.

Thecontentorthispoemisalsoveryseriousandurgent･ Thisboyhad

grownupalonefromchildhood,perhapsastheresultorsomeinhumantreaト

mentbyadults･Thenhewasrecapturedandeducatedasamemberofthe

civilizedworld.Usinghisreportasanoccasiontoexpressherthoughtsand

feelings,Richreconsiderswhathumanbeingsare.Sherevealstherelationship

ofhumanbeingswithnature,therelationshipsbetweenhumanbeings,especially

powerfulpeople-politicians,authorities,doctorsandscientists(theyareall

men)andpowerlesspeople-children,thedisabled,theretardedandwomen.

Shedescribesinjuriesonboththeheartandthebody.Herthinkingextends

toprlmitivemenandtheirstate,1nCOnStraStWiththepollutionanddestruction

ofnaturebycivilizationandwar.Thispoemcallsourattentiontotheworld
whichisnowonthebrinkofextinction.
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"MeditationsforaSavageChild"はエイドリアン･リッチ AdrienneRich(1929-)の第7詩集の

最後に置かれた詩である｡ まず,この詩集につけられた表題 Dz'vz'ngz̀nlolieWrecJ‖こついて考え

てみたい1'｡ これは海底深く下降し, 沈没 した難破船の状況を探ることを意味する｡この難破船と

はすなわち,われわれが現在生きているこの世界である｡そしてこの危機的な状況の調査のために

海底-向かうことがすなわち,危機的な状況を打開する道を開くことにもなるのである｡なぜなら,

海は地球上の生物がはじめて生命を与えられたところであり,今そこへと降りてゆくことは,人間

が興した文明,地球を繁栄させて来たが,また現在の地球の危機をもたらした文明に背を向けて,

原始の世界を探索 し,そこに地球の再生を求めることを意味しているからである｡

人類の歴史をさかのぼってそこに人間の本質を,あるべき姿をとらえ直そうとするこの態度はこ

れまでの歴史の見方に新しい光をあて, 埋もれた事実とひそめられた思いを発掘す る. Dz'vz'ng

z●nlolheWrech以前の詩において,すでにリッチはこの発掘を行ってきた｡兄ウィリアム ･ハ-シ

ェルの名声の影に隠れたカロライン･ハ-シェルの生涯に光をあて2', 己が身を ｢装填された銃｣

と実感しながらひそやかに生きたメアリ･ディキンソンをそのアマス トの住居から呼び出し3), 男

性社会から怪物 ｢ハ-ピイ｣ h̀arpy'と呼ばれたメアリ･ウルス トンクラス トの苦い思い出を分か

つ4'｡また詩 "Power''(1974)において リッチはマリ･キュリの名声と業績がその身に受けた放射

能障害と引き換えのものであることを告げる5'｡ だがリッチの発掘は女性に限られない｡デイドロ

(1713-84)6'やサミュエル ･ジョンソン (1709-84)7'の言辞やジョン･ダン (1572-1631)8'の詩行

を皮肉たっぷりに引用することによって,女性がいつの時代にも真剣に取り扱われる対象とみなさ

れていなかったことを明らかにする｡ またリッチは,このような女性が受ける抑圧を主題とした戯

曲を書き,彼自身も類似した問題に悩み,そのために社会に挑み続けたイプセン (1828-1906)に

ある種の共感を抱き,彼を一世紀をさかのぼるノルウェイから呼び起こす｡イプセンの最後の作品

WhnWeDeadAwaken(1899)は Dz'vz'ngz●nlotheWreL･h中の詩の題名とされ,またリッチが歴

史の ｢見直し｣̀re-vision'を訴える評論の題名ともされている9)ことはリッチのイプセンへの傾倒を

示しているが,それは全面的な傾倒というよりむしろ,イプセンの作品を,埋もれひそめられた女

性の歴史を照らし出す鏡として,対位法的に用いているのである｡

"MeditationsforaChild"もまた歴史に残るひとつの出来事を再検討することによって新 しい光

をあてようとしたものである｡ リッチは, フランスの医師イタール (Jean-Mar°Gaspardltard)

(1774-1838)による野生児ヴィクトール (Victor,イタールがつけた名)の教育という業績に改めて

問題を投げかける｡

しかし,この詩が上に挙げた数第の詩と異なる点はまずその形式にある｡5部から成るこの詩の

各部の冒頭にリッチはイクールの野生児の教育記録の抜粋をそのまま掲げる｡しかしこの抜粋は教

育記録のごく一部分であるので,読者は記録を全部読んだ方がよいであろう｡ またそのような気持

になるであろう｡なぜなら,リッチは両者を並べて置くことによって読者に主体的な思考と検討を

促すからである｡そしてその記録を新 しい視点からとらえ直すことを迫るからである｡

このような形式上の特徴一 散文と自作の詩とが前後して置かれる- を持つ詩はこれが最初で

はない｡第6詩集 TheWz'/iloChange(1971)中の "TheBurningofPaperInsteadofChiidren''

(1968)にも見られる｡この詩の中に取り入れられた散文のひとつにニューヨーク市立大学での公開

講座に参加 した学生の文章がある｡ その学生の社会批判は痛烈である｡ 稚拙で初歩的な文法上の誤

りすらあるその文章のたどたどしさに彼の内奥からの叫びがこめられている｡カルス トーン(David

Kalstone)は7)ッチの第6詩集 TheWz'Z/loChangeを ｢たぐい稀な詩集｣一anextraordinarybook

ofpoems'であり,｢囚人の日誌の切迫感がある｣ ìthastheurgencyofaprisoner'sjournal'と述べ,
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第7詩集 Dz-vz'ngz̀nlolheWrechをこの ｢ジャーナル｣の続篇と規定している10'｡散文を詩に取り

入れることは ｢ジャーナル｣的な特徴の実例のひとつといえよう｡以前からリッチは詩の形式の変

革について考えてきた｡すでに第3詩集の詩には形式の変化の試みがみられる｡その後の詩におい

ては詩に報道の性質を持たせ,訴えの力を強めるための工夫を凝らしてきた｡絵画,写真,映画の

手法を詩の中に取り入れようとする試みがなされてきた｡このことはリッチが十代の娘の頃に報道

記者になることを夢みたことと無縁でないかも知れない｡

歴史の ｢見直し｣を示唆するものとしての "MedicationsforaSavageChild''の第二の点はその

内容にある｡ この詩がわれわれ現代の人間に差し迫っている諸問題を扱い,警告を発 していること

にある｡しかし,これについては先に述べた第7詩集の表題の意味とある程度重なるので,以下に

おいては各部ごとにはじめに原詩を引用し,解釈を加えることによって,このわれわれ白身の問題

をも考察することにしたい｡

1799年商フランスの村アヴェロンで放浪していたところを見つけられた男の子は,パ リ国立聾唖

学校の住み込み医師イタールの許で教育されることとなった｡当時,この子どもを文明社会に適応

するように教育することは社会が担うべき義務であるとの認識があった｡それゆえ,イタールの記

録はこれが科学の分野で新たな光を投げかけるに相違ないと信ずる政府への報告書であることもう

なづけるものがある｡

この子の年令は11.-12才と推定された｡久しく人間と暮らすことがなかったことは明らかで,言

語はもちろん話さず,木の実などを食べてきたらしい｡当時第一級の精神医学者と冒されたピネル

(P.Pinel)はこの子を ｢白痴であり,治癒,教育は不可能｣11'と診断したが,イタールは ｢人は生ま

れた時は白紙の状態にあり,経験や環境を持たなかったためにこうした状態にあるのだ｣12'と考え,

この野生児の社会化に体当りした｡実際,この報告書から野生児ヴィクトールに対するイタールの

洞察力,実験的な試みを工夫し実行する熱意,そして何よりもこの子への深い愛情を読み取ること

が出来るのである｡ 第 1部を引用する｡

(Thepro∫ePa∫∫age∫arefrom/-M Ztard'∫

accounzqfTheWildBoyofAveyron,a∫

tran∫late･d勿′a.andM.Humphrey)

I

Therewa∫aprofoundz●ndz:fferencetolieob/ect∫OfourpZea∫ure∫andofour

,6clz'tz'ou∫need5･;therewa∫∫tz'tl...∫oz'nten∫eapa∫∫zlonforthefreedoma/the

,Ge/ds.‥thathewou/dce71az'nfyhavee∫caPedz●nlothefore∫zhadnotthemo∫t

rなZ'dprecautz.on∫beenZahen…

Ⅰntheirownway,bytheirownlights

theytriedtocareforyou

triedtoteachyoutocare

forobjectsoftheircarlng:

glossedoakplanks,glass
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whirledina丘re

toimpossiblethinness

toteachYounames●′

f o rthings

you didnotneed

theytriedtomakeyou

theimportanceof

toteachyoulanguage:

thethreadtheirlives

WereStrungOn

muslinshirredagalnStthesun

linenonasackoffeathers

locks,keys

boxeswithcoinsinside

feel

ap ieceOfcow hide

sewnaroundabund le

ofleavesimpressedw ith sign s

くこの子は)われわれの快楽や人為的欲求の対象に対して完全に無関心 くであっ

た｡)野外で自由にふるまうこと-の熱狂的な愛好 くがあったので)厳重に警戒し

ていなかったら森に逃げ込んだに逮いなかった13)｡

私たち文明社会の人間が欲求するものと,野生児が求めるものとは異なっているということ,し

かし文明社会の人間が野生児の側に身を置いて考えたり感じたりしてみようと思うことはまずあり

得ない,ということがここに示されている｡野生児と同じ立場に立つことは不可能であり,リッチ

自身そうしようとしているわけではない｡しかし野生児の側に身を置くと世界がどのように見える

か,どのような感じかするか知ろうと努めている｡これは同名の映画で監督 トリュフオがイタール

に扮した14)のと対周的な態度である｡

ここで詩の行の独特な配置に注目したい｡貢の左側の始めの4行では c̀are'あるいは c̀aring'が

3度繰り返され,文明社会の人間がこの子に対 して愛情をかけようとする気持が強いことを示して

いるが,同時にこの愛情が実は全 く彼らの自分本位な姿勢からのものであることをも強調する効果

を持っている｡この4行と対角線をなして向かい合って右側では,文明社会では貴重なものとされ

ている重厚なあるいは繊細な調度類が列挙されているが,同時にその品々はその有用性や美と無縁

なこの子の目を通して認識され,それゆえその無用さもまた強調されるのである｡以下,貢の左右

に分けられ,対角線をなして配置された部分についても同様のことが言えよう｡左側に置かれた

ǹeed',̀importance'が強調しようとする,文明人にとってかけがえのない室内装飾品はこの子にと

っては無用なものとされる｡優美なカーテンや安眠を誘う枕,錠前やかぎ,小箱やその中の貨幣,

書物や文字,そして言語さえもが無用なものと映るのである｡このような認識が文明社会のわれわ

れにとっては途方もなく馬鹿げたものに思われる｡

だが果 してそうであるのだろうか｡大切なことは相手の立場に立って世界を見るとどのように映
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るのか,どのような印象を受けるのかを想像するだけの心のしなやかさとひろやかさを持つことで

はないだろうか｡社会の中で相手が自分よりも無力な立場に置かれている場合にはなお一層このこ

とが留意されなければならない｡もっとも,このことを示唆するのにリッチが文明人の用いる手段,

すなわち言語に頼 らざるを得ないということは避けようがない事実ではあるのだが｡

ⅠI

W/zencon∫Z'deredfrom amoregeneralandphz'Zo∫ophz'cpoz●ntofvl'ew,Zhe∫e

∫rarsbearwz'tne∫∫...agaz●nstthefeebZene∫∫andz'n∫uHcz'encyofmanwhenleft

enzz're/ytohz̀m∫eZf,and3'nfavorof there∫ource∫of naturewhich...work
openly lorePaz'rand con∫ervetAaz wAci'h∫ketends

destroy.

ikeeptllinkingaboutthelessonofthehumanear

whichstandsformusIC,Whichstandsforbalance-

orthecat'searwhichIcanstudybetter

thewhorlsandridgesexposed

ltseemsahintdroppedabouttheinsideoftheskull

whichIcannotsee

lobe,zone,thatpartofthebrain

whichispuresurvival

Themostprlmitivepart

Igobackintoatnight

pushingtheleatherncurtain

withnaked丘ngers

then

withnakedbody

TherewhereeverywoundisreglStered

asscartissue

A caveofscars!

ancient,archaicwallpaper

builtup,layeronlayer

from theearliest,dream-white

toyesterday'S〉ared-blackscrawl

aredmouthslowlycloslng

Gobacksofarthereisanotherlanguage

gobackfarenough thelanguage

isnolongerpersonal

thesescarsbearwitness
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butwhethertorepalr

ortodestruction

Inolongerknow

これら消去出来ない多くの証拠は,この不幸な子が,長期にわたって完全に遺棄

されていたことを示している15)｡

イタールの報告書では上に挙げた個所にすぐ続いて第2部の冒頭の引用部分が続く｡

もっと一般的,哲学的見地からするならば,これらは,自分の力だけに委ねられ

た時の人間の弱さとか無能力〔といった主張〕に対する反証であると共に,自然の

豊かさをも証明していることになる｡自然というものは見かけ上は矛盾する法則

に従って,自らひそかに傷つけたり解体したりしようとするものを,公然と修復

し維持しようとするのである16)｡

この子は身体の至るところに形も深さもまちまちの傷跡があり,その数は23にのぼったと言われ

る17)｡実はこの子は聾唖であった｡ それも特殊なものであった｡森の中を放浪している間,この子

の耳は身に迫る危険を知らせるかすかな物音を聴きつけたはずである｡それゆえ,耳が全く聞こえ

ないというのではなかったが人間の社会生活の中で生じる音は受けつけなかった｡ この子の聴覚器

官は個体保存の手段としてのみ機能 した-とイタールは記している18'｡Ikeepthinkingaboutthe

lessonofthehumanear/whichstandsformusicと述べる時､リッチはこの子の特殊な動物的な

聴覚の働きのことをノ削 ､浮かべていたと思われる｡その上この子は訓練を重ねた後でも特殊な動物

的な音声の他は発音することが出来なかったが,これもまた会話によって発声器官を訓練する機会

がなかったことによるとイクールは記している19)｡ リッチはwhichstandsforbalance'と述べるが,

これは平衡感覚を意味し,かなり動物的な働きといえる｡ それはリッチに猫の耳を連想させる｡外

から見える螺旋状の,あるいは尾根のように隆起した耳殻,それは外からは見えない脳の内部とも

何か関連がありそうに思われてくる｡このような脳の働きは太古の昔から今日に至るまで保持され

て来た,生物としての機能であり,人間の本質の解明のかざはその辺りにもあるのかも知れない｡

それゆえ,リッチの関心はわれわれ文明人の意識の根底にあるであろう原始性に向けられる｡夜は

その探索の時としてまことにふさわしい｡自己の内なる太古の原始性を探るこの意識的行為をリッ

チは pushingtheleatherncurtain/withnakedfingers/then/withnakedbodyと表現する｡

太古の人々が生活を営んでいた洞穴へと,皮層はまだ荒い毛におおわれ,何も身にまとわぬ原始人

として自分が入っていくような気がする｡ 身体に刻まれた傷跡のひとつひとつはその人が生きてき

た歴史そのものなのである｡

洞穴のイメージと傷跡のそれとが重なり合う｡この子の皮膚に刻まれた古い傷跡の色は薄らぎ凹

凸も消えたが,新たな傷はなお昨日までも刻まれ,口をあげた赤い傷が今ゆっくりとふさがろうと

している｡ そしてこの経過はまた,リッチにとって太古の昔,洞穴に住んだ人々が壁に刻みつけて

きた生活の記録とも見えるのである｡傷は àredmouth'と表現されているが,このことはまた,

原始人が何か言い表わそうと口を開けたが未だ言語となるに至らない状態を表わすと同時に,野生

児の未成熟な発声器官の状態を表わしていると思われる｡ そしてこのことは過去の事として,また

野生児という文明人から見れば別種の存在の他人事として看過すべきことではない｡それゆえ,リ
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ッチはGobacksofarthereisanotherlanguageと読者を促す｡時代に逆行することをすすめてい

るのではない｡人間の本質をそこに求めよと言 うのである｡ そのことは次の2行 go back far

enoughthelanguage/isnolongerpersonalにも示されている｡ リッチは言語が権力の道具と化

することを懸念 している｡なぜなら言葉を作り,それに意味づけを行なうのは常に強者であるのだ

から｡弱者に言葉はなかった｡ ｢戦火に村を追われ,身体中雲形模様にただれたアルジェリアの人

達が医者に痛みを訴えようとしても言葉にならず,痛む身体をつきつける他にすべがない｣20'よう

に,言語は ｢抑圧者｣のものとなっているが,それでも ｢この弱者の苦悩を伝えるためには抑圧者

の言語に頼らざるを得ない｣21'｡ 因みに リッチは次の詩集の表題を TheDream of aCommon
Language(1978)としている｡

さて,partIIの最終部 Thesescars…以下においてリッチは冒頭に掲げたイタールの言葉 These

scarsbearwitness,repair,destruction(destroyの変形とみなす)を用いている｡ しかし リッチは

イタールとは異なり,問題を提起するだけである｡自然が人間に及ぼす力についても明快な結論は

ないままに PartIIは終る｡

ⅠⅠI

Itz'struethattherez'syz'sz'bZeonthethroataveryextended∫carwh'chmなか

throw∫omedoubtuponthe∫oundne∫∫Oftheundeゆ′Z●ngpart∫zfonewerenot

rea∫∫uredbγtheafPearanceofthe∫car--

WhenItrytospeak

mythroatiscut

and,itseemsbvhishand

ThesoundsImakeareprehuman,radical

thetelephoneisalways

rlpped-Out

andhesleepson

Yetalwaysthetissue

growsover,whiteassilk

hard lyablemish

may beahieroglyph for scream

Child,nowonderyouneverwholly

trustedyourkeepers

もっとも首の上方前部にかなり大きな傷跡があったので,外見だけからの判断で

は心もとないと思っている人たちは,内部組織が健全なのかどうか疑いを持った

ようだった22)0

この傷は partIIで扱われたのとは別のものである｡結局,この喉の傷は発声器官に致命的な影
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聾を与えてはいないことがわかったけれども,この傷はリッチに大きな衝撃を与えた｡リッチは文

明社会の一員として自分が彼を傷つけたような気になる｡それゆえに彼女の喉がこの子の手によっ

て掻き切られるような感じさえ覚えるのである｡単なる被害妄想ではない｡彼に共感し得る能力を

リッチが持っていること,原始性-回帰する能力を持っていることを示しており,彼に共感する時,

彼女の声は文明によって教化される前の動物性を帯びる｡ここで周いられる現代文明の産物,しか

もあまりにも普及しているのでその必要性が忘れられがちな,電話への連想はまことに巧みである

といえよう｡thetelephoneisalways/ripped-outはこの行為を破壊的とみなす文明人の恐怖心があ

らわれている｡ リッチもこの子-の共感を持ち続けることは出来ない｡この子が実際しばしば電話

線を引きちぎったのではないであろう｡電話の発明者グラ-ム･ベルは1847年の生まれであるから｡

電話線の切断は現在でも時として起こり,暴力的行為とみなされている｡リッチはこの行為に恐怖

すると同時に,この行為を物言えぬ弱者としての野生児のそれと重ね合わせたのかも知れない｡次

行 andhesleepsonは,この子は文明社会に戻ったけれどもその精神は目覚めることがないとの意

味であろう｡ そしてこの精神の眠りと対照的に傷跡は盛り上がり,絹布のような白い光沢を放つ｡

それは判読可能な象形文字と化して無言の叫び声をあげている｡ リッチはこの傷に強者が抱く非情

を認める｡partHの中程でheと呼ばれたこの子は最終部で再びyouと呼びかけられる｡リッチは

この子の側に視座を据えようと努めている｡この時 k̀eepers'は ｢保護者｣よりもむしろ ｢飼主｣

を意味することになるであろう｡

ⅠV

A handwl'tAth,ewl'ltratherthanthehabz'lofm'mehadwz'sAedlomakean

attemptonthehfeofthl'schz'ld...leftfordead～-nthewoods,hewz'ZZhave
owedthepromptrecoveryofh'S woundloliehelpofnaturealone.

Inthe18thcenturyinfTacticide

reachesepidemicproportions:

oldprlntSattesttOit:Starvlngmothers

smotheringbabiesinsleep

abandoningnewbornsinsleet

onthepoorhousesteps

gin-blurred,settlngfiretotheroom

Ikeepthinkingoftheflightsweusedtotake

onthegrapevineacrossthegully

litteredwithbeer-bottleswheredragonnies凸ashed

wewere10,llyearsold

wildlittlegirlswithboyishbodies

dyingoverthemoist

shadow-mottledearth

tilltheywarnedustostayawayfrom there

Latertheypolntedout
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thevenetianblinds

oftheabortionist'shouse

weshivered

M ePZCandoi/ulng∫ zoyou
wasallthey said

これは常習犯のしたことというより,何者かが出来心からこの子の生命を狙って

したことらしかった｡この子は死んだものと思われ,森にうち棄てられたままだ

ったのに,自然の助けだけで傷をすぐに治癒できたものと想像できる23)0

この部分はpartIIIの引用にすぐ続いている｡ ここで言及される幼児の ｢遺棄｣をきっかけとし
てリッチは幼児殺しの歴史を取り上げる｡

母親が乳児や幼児を捨てたり殺したりせざるを得なかったことが述べられる｡母親は心身の苦痛

にひとり耐えねばならなかった｡OfWomanBorn(1976)はこのことを詳細に調査し女性が受け

た抑圧の原因や影響について論じている24'｡さらに,Ikeep･-･-以下では母体内での殺人である妊

娠中絶について述べられる｡それはリッチの少女時代の体験として語 られる｡中絶が行われるのは

うらぶれた隠れ家で,それでもぶどうが蔓をのばし,とんぼが羽根をひるがえす,子どもにとって

は大人の目を逃れられる恰好の遊び場に近かった｡体つきにまだふくらみの出ていない女の子が溝

越しのぶどうの枝目当てに飛びはねる｡遊びににうつつを抜かして声をあげると女たちが迫いたて

る｡そのような少女時代の出来事が今ありありと思い出される｡ 枝すだれが窓をおおい,その隙間

から外の気配が見て取れる中絶医の家は子ども心に何か不気味に思われる｡ g̀rapevine'には秘密

情報,デマ,うわさ話という意味もある｡ 禁じられた行為がひそかに行われているために,女たち
あらわ

も罪の意識と不安におののいている｡女たちはこのような苦痛をもたらした者への憤りを露にする

ことができない｡その憤りをはらんだ M̀ancandothingstoyou'という言葉を少女たちに投げる

しかすべはない｡things という漠然とした表現がきわめて効果的である｡男性が女性の一切を掌

中に振っていることが暗示されるからである｡しかしあえて意味を明確にするならば,thingsとは

男性の,妊娠させる行為と,させた妊娠を阻む行為の両方である｡もっとも,中絶医の中には女性

もいたではあろうけれども｡

最終部 partV に移る｡

V

And,Gna//y,myLord,/oohz̀ngatth'slongexpm●menz…whetherz'tbecon∫Z'dered

a∫themethodi'CaZeducatz'onofa∫ayageora∫nomorethanliep々γ∫2'caZ and

moraltreatmentofoneoftho∫ecreature∫Z'ZZjavoredtynature,rejected勿′∫O-

czetyandabandoned勿′medicine,theCarethatha∫beentakenandought∫ti'ZZ

tobetakenofhim,thechangesthathavetakenplaceJandthosethatcanbe

hopedfor,thevoz'ceofhumanity,theinterestz'nspz'red勿′∫uchade∫e71Z'ona71d

ade∫tz'ny∫o∫trange-allthe∫ethz'ngsrecommendthz'sexzraordz'naり′youngman
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10lieattentl'onof∫cz'entz-3･t∫,tOthe∫oZicz'tude〆admz'm-szralors,andtothepro-
1eclz'onoFthegovernment.

1･ Thedoctorin"UncleVanya":

Theywz77callu∫fools,

bhlnd,なnorant,theywz'Zl

desPzlseu∫

devourersoftheLTorest

leavlngteethofmetalineverytree

sothetreecanneithergrow

norbecutforlumber

DoestheprlmeValforest

Weep

foritsdevourers

doesnaturemourn

ollreXIStenCe

isthechildwitharms

burnttothefleshofitssides

weeplngeyelesslyforman

2. Attheendofthedistinguisheddoctor's

lecture

ayoungwomanraisesherhand:

You/tapethepower

z-nyour,71ands,youcontrolourh'ye∫-

W々 γdoyouwantourPiltyloo･P

Whyaremenafraid

whydoyoupltyyourselves

whydotheadministrators

lacksolicitude,thegovernment

refuseprotection,

whyshouldthewildchild

weepfbr亡hescientists

why

partIV までとは異なり,冒頭の引用はイタールの第2報告書 (1806)からのものであり,彼が

5年にわたる野生児の観察と教育をまとめたその最終部分である｡
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最後に閣下,こうした長期の実験をどのような観点から捉えようとも,自然人の

方法的教育と考えるにせよ,自然に疎んじられ,社会に棄てられ,医学に見放さ

れた者の一人に対する身体精神療法としてみるにせよ,後に施された治療もまだ

施されなければならない治療も,すでに起きた変化も,人間愛の声も,これほど

完全な遺棄,これほど数奇な運命が引き起こす関心も,あげてこの異常な青年に

対する学者の注臥 当局者の配慮,政府の保護を呼びかけているのです25)｡

partV はふたつに分けられ,1は 『グーニヤ伯父さん』26'(チェホフ作,1897,『森の主』1889
を改作したもの)中に登場する医師の台詞で始まる｡この医師の感慨は,続 くリッチの詩の中で自

然破壊の進む現在の状況と重ね合わされるのであるが,まずこの医師の考え方を述べることにする｡

アース トロフは田舎医者の不遇をかこつが,彼がもっと我慢できないのは,インテリ連中の料簡

が狭いこと,感じ方が浅いこと,目先のものしか見えないことである｡彼は自然を愛 している｡彼

は言う ｢森が好きならこれも変てこ｡ 肉を食べないと, これもやっぱり変てこ｡ いや今日ではも

う自然や人間に向かってじかに純粋に自由に接しようとする態度なんか薬にしたくもありはしませ

ん｣｢百年二百年たったあとで,この世に生まれてくる人たち (they)は,みじめなわれわれが,こ
んなにばかばかしい,こんなに味けない生涯を送ったことを,さだめし軽蔑するだろう｣とアース

トロフは慨歎する｡彼は本職の医師の仕事もするが自然を守ることに時間と心を費している｡ 彼は

言う ｢今やロシャの森は斧の下でめりめり音をたてているよ｡‥.人間は物を考える理性と,物を創

り出す力とを天から授っている｡ところが今日まで人間は,創り出すどころか,ぶち致してばかり

いた…土地は日まLに,いよいよますますやせて醜くなってゆく･-しかし僕のおかげで伐採の憂目

をまぬかれた,百姓たちの森のそばを通りかかったり,自分の手で植えつけた若木の林が,ざわざ

わ鳴るのを聞いたりすると,僕もようやく,風土というものが多少とも,おれの力で左右できるも

のだと言うことに思い当るのだ｣

90年も前に自然をむさぼる人間の欲をこのように激しく,しかも医師の口から糾弾 したチェホフ

の考えの深さに驚歎させられる0人の心身の健康と自然の営みとが係り合うことをチェホフは悟っ

ている｡ リッチはこの医師を,イタールをはじめとして野生児を教育しようとした人々や現代の医

師と対照させることによってチェホフの考えを浮き彫りにし,読者がチェホフを再評価するように

示唆する｡

しかし,より重要なことは現在行われている森やその他の自然の破壊に真剣な注意をはらうこと

である.Doestheprimevalforest‥.以下での手法は反語疑問文の用い方と,weepforの用い方の

点で巧みである｡ 自然には感情はないとされているけれども,森の木々も涙を流すと考える人もい

るかも知れない｡だが,森は人間を哀れむはずはない,人間は森を痛めつけてきたのであるから｡

たたみかけるような反語疑問文は読者の心をかき乱す｡そして次の行はさらに一層衝撃的である｡

isthechildwitharms

burnttothefleshofitssides

weeplngeyelesslyforman

おそらくこれはリッチが実際に見た,ヴェトナムの戦火で火傷をした子どもの姿であろう｡脇腹

までただれ,眼がつぶれるほどの傷を受けた子どもがおぼつかない腕 (arms)でいたいけにも武器

(arms)を構えて泣いている｡ 一体この子は人類の不幸を嘆いているのだろうか, とリッチは問い

かける｡この子に致命的な傷を負わせたその人類のために泣いているかだって?とんでもない｡こ

のようにしてリッチは戦争を,その下手人を激しく弾劾する｡
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2の部分は高名な医師の講演とそれに対する-女性の問いかけで始まる.おそらく,学術的に高

度な内容の講演と比べてこの若い女性の訴えは素朴なものであろう｡しかしそこには本質をつくも

のがあるように思われる｡このやりとりがなされる状況を特定することは出来ない｡しかし読者は

個々の体験を通して自分なりの場面設定を行うことが出来よう｡ 次いでリッチは Whyで始まるい

くつかの問いを読者に向って投げかける｡ m̀en'は男性一般を, ỳou'は医師を指すと思われる｡

whydotheadministrators以下の3行においては,partIIの終りの場合と同様にリッチはイタール

が用いている言葉,administrators,Solicitude,protection,governmentを取り入れているが,イター

ルが ｢政府｣や ｢当局者｣に協力を懇請しているのに対して,リッチは彼らの拒絶的な態度を指摘

し非難する｡そして partIIと同様ここでも暖昧さが残る｡Solicitudeや protectionを受ける対象

が明確にされないからである｡ もちろんそれは力の弱い人々,すなわち子どもや障害のある人々,

そして女性であると考えられるけれども｡

最後に ｢科学者｣が取り上げられる｡ これもイタールが用いた言葉である｡whyshouldthewild

child/weepforthescientistsの2行を理解するためには,報告書から引用されなかった部分,すな

わち野生児が流した涙に関連 した部分について知る必要がある｡その個所を概略する｡

この子の知的能力を引き出すための一方法としてイタールは色と形の異なる厚紙の仕分け作業を

課 した｡しているうちに疲れていやがり粗暴になったのを,イタールはこの子が極度の高所恐怖症

であることを知っていたので,その性質を利用しておどしたところ,恐怖のために全身は震え,袷

汗を浮べたが,イタールは直ぐにこの子を作業台のところへ連れて行き,作業をするように命じた｡

先の粗暴な態度は消え,のろのろではあるが作業をやり終え,その後ベッドに身を投げ出して大声

で泣き続けたのであった｡ これがイクールの知る限りにおいてこの子が涙を流した最初であった27)｡

さらにイタールは ｢涙を流すという情動はその直後にこの子の知性を急速に発達させ,少 し前まで

は克服できそうになかった困難を易々と克服できるようにした｡そしてこの子が涙を流している最

中に叱責の口調を急にやめ･やさしいそぶりや口調,お前に失望させられて実に悲しいというそぶ

りや口ぶりに変えるとますます涙は激しくなって,彼の中の精神的人間の部分をめざめさせること

になった｣28) と述べている｡

イタールはこれを教育の効果とみなしたのであるが,リッチはこれを人間的な教育とみなしてい

ない｡whyshouldthewildchild/weepforthescientistsは教育の名の下に力無き者をいたぶり,

その上,いたぶっている者に対して苦労をかけて申訳ないという気持を起こさせ涙を流させたその

ことの非情さについて問いただすのであるO,weepfor'はpartVで都合3度用いられている｡それ

ぞれ,物言わぬ森の破壊が,あらがうすべを持たない子どもの殺我が,そして野生児の原始性の圧

殺が問い直されている｡

最終行 why はこれらの問題を改めて考えることをわれわれ読者に促す｡終りはまた新たな出発

である｡この詩において リッチがなした発掘は現代と未来の世界にとって重要な意味を持っている｡

われわれはこの発掘の成果を無にしてはならない｡
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